
よる鉄芽球性貧血と診断し、慢性肝不全も改善しないため入院２ヶ月後

に母親をドナーとした生体肝移植を施行し塩酸トリエンチンは中止した。

術後 1 ヶ月で貧血、血清鉄、フェリチンは正常化した。 
 

（解説）塩酸トリエンチンによる鉄芽球性貧血は 1990 年代に海外で 2
例報告があり33), 34)、最近数年間で上記 2 例の本邦例が報告されて

いる。 
 
 
○巨赤芽球性貧血 

核酸代謝拮抗作用のある抗腫瘍薬（メトトレキサートなど）、抗ウイル

ス薬（リバビリンなど）の報告が見られるのは当然といえる。抗けいれ

ん薬カルバマゼピン、フェニトインによる葉酸欠乏・巨赤芽球性貧血例

が見られる。 
 

【症例６】７歳男児。カルバマゼピン35) 

生後 3 ヶ月より強直性けいれんが頻回に認められ、脳波検査でも棘波

を認めた。フェノバルビタール、バルプロ酸ナトリウムが用いられたが

効果が十分でなく、カルバマゼピン併用となった。併用開始 1 年 2 ヵ月

後に顔色不良が出現して入院し、RBC 124X104/μL、Hb 4.3 g/dL、MCV 
99fl, 血中ビタミンBB12は正常範囲、葉酸 1.7 ng/mLと低下していた。骨髄

での巨赤芽球の出現とあわせてカルバマゼピン投与に伴う葉酸欠乏性巨

赤芽球性貧血と診断された。カルバマゼピン中止と葉酸経口投与により

貧血は回復した。 
 

（解説）カルバマゼピンなどの抗けいれん薬によるものは大部分が葉酸

欠乏であるが、ビタミンB12欠乏症例も１例報告された。 
 

７．その他、早期発見・早期対応に必要な事項 
(１）いずれの医薬品も、貧血の副作用を生じる可能性があるということ

を常に認識し、貧血を見た場合に医薬品が原因ではないかと疑ってみ

ること 

(２）貧血に関連した自覚・他覚症状を見落とさず、貧血が疑われた場合

には速やかに血算、生化学検査を行い、網状赤血球の測定も必ず含め

ること 

(３）貧血が慢性の場合には症状がきわめて軽微なことも多いので、添付

文書に“投与中は定期的に血液検査を行うこと”という注意がなされ
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ている医薬品投与時には、指示に従って定期的に血液検査を行うこと 

が重要である。 
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参考１ 薬事法第７７条の４の２に基づく副作用報告件数（医薬品別） 
 
○注意事項  
１）薬事法第７７条の４の２の規定に基づき報告があったもののうち、報告の多い推

定原因医薬品（原則として上位１０位）を列記したもの。 
注）「件数」とは、報告された副作用の延べ数を集計したもの。例えば、1 症例で肝障害及び肺障害が報告

された場合には、肝障害 1 件・肺障害 1 件として集計。また、複数の報告があった場合などでは、重複し

てカウントしている場合があることから、件数がそのまま症例数にあたらないことに留意。 

２）薬事法に基づく副作用報告は、医薬品の副作用によるものと疑われる症例を報告

するものであるが、医薬品との因果関係が認められないものや情報不足等により評

価できないものも幅広く報告されている。 
３）報告件数の順位については、各医薬品の販売量が異なること、また使用法、使用

頻度、併用医薬品、原疾患、合併症等が症例により異なるため、単純に比較できな

いことに留意すること。 
４）副作用名は、用語の統一のため、ICH 国際医薬用語集日本語版（MedDRA/J）

ver. 9.1 に収載されている用語（Preferred Term：基本語）で表示している。 
  

年度 副作用名 医薬品名 件数

リバビリン 35

ダナパロイドナトリウム 25

塩酸アムルビシン 17

塩酸ゲムシタビン 13

ミカファンギンナトリウム 12

塩酸チクロピジン 10

エトポシド 9

インターフェロン アルファ－２ｂ

（遺伝子組換え） 
9

インターフェロン アルファ－２ｂ 9

レフルノミド 8

その他 233

貧血 

 

合 計 380

ファモチジン 7

ラベプラゾールナトリウム 6

ミカファンギンナトリウム 6

テガフール・ギメラシル・オテラシル 5

クエン酸第一鉄ナトリウム 5

塩酸アミオダロン 4

シクロスポリン 4

人赤血球濃厚液 3

シプロフロキサシン 3

平成 16 年度 

（平成 17 年 7 月集計） 

 

 

 

溶血性貧血 

ジアフェニルスルホン 3
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